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心豊かな子どもに

社会教育指導員

�　　吉 田  泰

安
曇
野
市
議
会
　

１２
月
定
例
会
会
期
日
程（
予
定
）

　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

同
セ
ン
タ
ー
の
味
噌
加
工
の
機
器
の

正
し
い
使
用
方
法
と
加
工
技
術
を
習

得
す
る
た
め
、
味
噌
加
工
リ
ー
ダ
ー
養

成
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

�
こ
の
研
修
を
受
講
す
る
と
、
グ
ル
ー

プ
で
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
て

味
噌
加
工
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
が
グ
ル
ー
プ
に
１
人
い
れ

ば
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
日
時

①
１
月
３０
日（
水
）

�
　
午
後
０
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

②
１
月
３１
日（
木
）

�
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

③
２
月
１
日（
金
）

�
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
　
豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
市
内
在
住
で
３
日
間
受
講

　
で
き
る
人

■
持
ち
物
　
室
内
用
の
長
靴
・
三
角
き

ん■
申
込
方
法
　
１２
月
１４
日（
金
）ま
で
に

　
豊
科
総
合
支
所
産
業
建
設
課
産
業

　
振
興
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
作
業
が
で
き
る
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
参
加
は

無
料
で
す
が
、
昼
食
は
各
自
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

　
豊
科
総
合
支
所

�
産
業
建
設
課
産
業
振
興
係

�（
4
７２
・
３
１
１
１

6
７２
・
８
３
４
０
）

　
三
郷
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
で
は
、
恒
例
の
そ
ば
打
ち
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
打
っ
た
ソ
バ
は
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
、
昼
食
は
同
会

会
員
の
ソ
バ
を
ご
賞
味
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時
　
１２
月
１５
日（
土
）

�
　
　
　
午
前
９
時
〜

■
場
所
　
三
郷
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　（
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
温
支
所
隣
）

■
参
加
料
　
１
、０
０
０
円

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
手
ぬ
ぐ
い
、

　
そ
ば
持
ち
帰
り
用
の
容
器

■
定
員
　
１２
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
１１
月
２６
日（
月
）〜
１２
月

　
７
日（
金
）の
間
に
電
話
で
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。

　
三
郷
総
合
支
所
産
業
建
設
課

�（
4
７７
・
３
１
１
１
6
７７
・
６
０
６
０
）

豊
科
女
性
研
修
セ
ン
タ
ー

味
噌
加
工
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

地
価
調
査
書
の
閲
覧

そ
ば
打
ち
教
室
　
参
加
者

厳
冬
期
の
水
道
メ
ー
タ
の

凍
結
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
身
近
な
生
き
も
の
調
査
」の
調
査

デ
ー
タ
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
平
成
１９
年
長
野
県
地
価
調
査
の
結

果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
土
地
の
売

買
な
ど
土
地
取
引
の
指
標
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
市
内
で
は
、
次
の

場
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
場
所

・
市
内
図
書
館

・
企
画
政
策
課（
県
安
曇
野
庁
舎
４
階
）

・
産
業
観
光
部（
三
郷
総
合
支
所
内
）

・
都
市
建
設
部（
豊
科
総
合
支
所
内
）

　
県
安
曇
野
庁
舎
内
企
画
政
策
課

（
4
７１
・
２
０
０
０

6
７２
・
１
２
２
３
）

請
願
書
・
陳
情
書
の
提
出
に
つ
い
て

�
請
願
書
・
陳
情
書
は
、
い
つ
で
も

受
理
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
議
会

運
営
の
都
合
か
ら
原
則
と
し
て
各
定

例
会
開
催
日
の
１０
日
前
ま
で
を
提
出

期
限
と
し
て
い
ま
す
。
期
限
ま
で
に

提
出
さ
れ
た
請
願
書
・
陳
情
書
は
、

そ
の
定
例
会
で
取
り
扱
い
ま
す
が
、

期
限
後
の
提
出
は
次
の
定
例
会
で
取

り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
議
会
１２
月
定
例
会
が
次
の
と
お

り
開
会
さ
れ
ま
す
。

■
会
期
　
１２
月
４
日（
火
）〜
２１
日（
金
）

■
時
間
　
午
前
１０
時
開
会

■
場
所
　
堀
金
総
合
支
所
内
議
場

　
堀
金
総
合
支
所
内
議
会
事
務
局

　（
4
７２
・
３
１
０
６
6
７２
・
２
１
５
０
）

　
今
年
も
冷
え
込
む
時
期
を
迎
え
ま
す
。

例
年
１２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
凍

結
に
よ
る
水
道
メ
ー
タ
の
破
損
が
多

く
発
生
し
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
は
、

市
が
使
用
者
に
貸
与
し
、
日
常
の
管

理
は
、
使
用
者
が
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
水
道
メ
ー
タ
の
凍
結
に

よ
る
破
損
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
よ
う

な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
凍
結
防
止
対
策

�
水
道
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
に
毛
布

や
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
材
な
ど
を
入
れ
、

保
温
対
策
す
る
。
ま
た
、
露
出
配
管

部
分
に
は
、
凍
結
防
止
帯
や
保
温
材

を
巻
い
た
り
、
長
期
間
使
用
し
な
い

と
き
は
、
水
道
蛇
口
を
開
い
た
ま
ま
、

不
凍
栓
を
閉
じ
る
な
ど
こ
ま
め
に
管

理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
凍
結
防
止
対
策
を
行
わ
ず
に
、
水

道
メ
ー
タ
が
破
損
し
た
場
合
は
、
使

用
者
の
管
理
責
任
に
よ
り
、
弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
豊
科
総
合
支
所
内

�
上
下
水
道
部
上
水
道
課
管
理
係

�（
4
７２
・
３
１
１
１
6
７２
・
２
５
１
０
）

　
安
曇
野
市
環
境
基
本
計
画
策
定
委

員
会
が
４
月
か
ら
行
っ
て
き
た
「
身

近
な
生
き
も
の
調
査
」
が
１０
月
末
で

終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
見
つ
け
た
身
近
な
生

き
も
の
の
情
報
を
ま
と
め
、
市
の
自

然
に
つ
い
て
の
資
料
を
作
成
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

�
今
後
は
、
集
ま
っ
た
デ
ー
タ
を
集

計
し
、
調
査
対
象
と
し
た
生
き
も
の

が
ど
の
よ
う
に
市
内
に
分
布
し
て
い

る
の
か
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。
調
査

デ
ー
タ
は
、
１１
月
末
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ
を
ご
提
出
く

だ
さ
い
。
な
お
、
デ
ー
タ
は
、
各
総

合
支
所
窓
口
な
ど
に
あ
る
手
引
き
の

冊
子
の
中
に
あ
る
ハ
ガ
キ
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
、
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
な

ど
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
穂
高
総
合
支
所
内
市
民
環
境
部
環
境
課

（
4
８２
・
３
１
３
１
　
内
線
２
１
１

　
6
８２
・
６
６
２
２
）

■
E
メ
ー
ル

h
ttp

:/
/

w
w

w
.a

zu
m

in
o
-

e
c
o
p

la
n

.

n
e
t/

ik
im

o
n

o
/

in
d

e
x

.h
tm

l

ka
n

kyo
u

@
city.a

zu
m

in
o
.n

a
g

a
n

o
.jp

募

集

　ある日、昼間のすいている電車に乗った。小

さな子どもを持つ若いお母さんたちが、３人乗

ってきて、近くに腰を下ろした。話が弾み、近

くの人に聞こえるぐらいの声で夢中になって話

していた。

�「○○ちゃんは乱暴な言葉を使うし、悪いこと

ばかり教えるからあまり遊ばせたくない」「△△

ちゃんは少し知恵が遅れているから困るよね」とか、

「☆☆ちゃんは家の子に命令ばっかりする」と口々

によその子のことばかりを語り始めた。“小さ

い子はまだまだそんなものだよ”と思いながら

聞いていたが、そのうち買い物の話に移ってい

った。話題が変わり“ほっ”としたが、このお

母さんたちは、家に帰って子どもにどのような

話をするのだろうか、毎日どのような会話がな

されているのだろうかと思った。

�環境が人を育てるという。人間の美しいこと

もそうでないことも、幼い時に印象づけられた

ことは、なかなか消えない。当然のように毎日

家の中で差別語が語られれば、差別にも偏見に

も無頓着な人間に育ってしまう。私たち大人の

責任は大きい。

�私たちの生活で、人と人との関係における心

の発し方が難しくなってきた。しかし、どのよ

うな時であっても、子どもに思いやり支え合え

る心を耕していける親でありたい。

12月４日（火）～10日（月）　人権週間です

�人権週間の期間中は｢育てよう 一人一人の 人

権意識｣「思いやりの心・かけがえのない命を大

切に」を重点目標に、啓発活動など行います。

この機会に身近な問題として、人権について考

えてみましょう。


